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　　　c－15 報服デず|／のン久予^へねt 回的したt籾の数ｲ直もr.つヽに7 (1)

　　　　　　近匁厦岡ヤ短叉　O黒旧幕外､飛岡崎三尊、

　目的　近年婦ん服の*斟ﾋ:.*ぐ違名卜っれ7、蔵断、僥奪riい（政術面で＼t、機械化｣

べ逮みえめられマりいイ、雅服？イ^ y^分野では、威%的、経験的評価1 もi: ぺ尽

され、繊端化など認めら八<-i り面であ3 ．しヵ几.素数など･の物的卑業ヒ形式季素の

形t の薗係1= よる物的専素り逝択K あ^)乙､t、素雅の射測を-*レ(、あ^雅彦の散崔ん

I* ぞ能で'あ3うヒぎi.り八a．これバケしrヽも便λ3 ぼい哉素蜂験高I□り可能係

咎分が畦じ'、晋唯舷業面ﾚ'^仇ヽ･ても角初であ3うヒ芳£芦呪しx^ものrあi．か図･ぶ

フレ々一う、φ－卜の4ふt雅更し. う－Iし秦君･ぺ､つヽi報者ii^。

　才痛　素雅t うづしの撫物としマ, |0漣軸t.疲(⌒ご、洛ご竃^，限外、織乱　匁良、

剛軟彦､、酋しわ及など-£計帰は3．一丸形式的平蓼の襲価のn め、咆ﾐ･す一考、－ラ

―'%､カードの/xo'、/S-D'､／だの^糎k,、/匍 I' X/♂の4-^錐の4 我発球　齢ず｀丈、裏

以レのフレヤ一入カ-ドを旅戴しt'-.。Xこ記-hi?－トの唯右を刊定するため、雍n中り

隋鋳ダザツナー、服飾芦業のスリリストなヒ;経諦峰蓄七序も；れ3 /り･、更ぺ服飾

)剔牙､私業自男寸町もの喇-みー升評俑し■tc もの■£荼1^､、素君の物理的冊測いじ骸検討も

し1r~、
　和果　教耕の物的計倒のみ^- フレ々－り9係のあきもの隊、^々、密嵐、剛釈

良れあ･か孔. 外に3 コ方恂の剛歌集、ドレープ'ft, 催雄･の他糸の峯ぢじ｀iri'戈-iな奪、

希も跨フ- S:が鉱めt;れ侭。今伎一ﾌKター･､つ'/1 喰バ'Aヤス載考　畑な't｀ﾚQフl'

ての鐘討をl5i ヽめ払ﾉ。

　　　C－16　ガリー'ツスカートの偉持株1-つぃて

　　　　　　戸枚-ic雅大　〇蚕眠－か｝石奸そカロチ　追庫摸｝

　目的　7" I) - ツスカ一トIT) ひだの型くずれ･*、ｺﾆｰ4>･' お丿る加X. Siの為をと, 個人

瞰作の吻合とT･･t大で孕具があり, 今回I* 隋is-1こつぃX 祠亜I pt・

　m人参作のt|j合。蔵纒･J , に,p|),; J.丿るカロゴ=のや< 胤M. t n 加x-i^-国ft てｰあるR あ

型くず'れの桟会削fい≪V , 々/ft ｡ヽ･布地,)・-, a｡の核ずこ庚l走があると去I' . 磯回の方

向|りごってそ<n 峠向が゛大?く麦化ずることりtbヽiり尺。

　方μ　す歎建の代＆的啄布池を岡い，宦際-α》ズカートT-･の島岡|:より型くずれ･yﾌ傾

向口巴護に代ヽ及&ひ* 表好例いつ･I X μだの八存^ 浹を≪･ 一す・)~ 1軋J R C
･れ検討

C ft・この際・1/ だの城呵声句･μ

わ嵐痢足印戴｀粁を(fl い同一糸什Ten ひ瓦滴朽を行（　これ･リ/隋ク冷-t，f押探-^ き

加七てびだめくす･‘れ* < 俑向を測走l R 。上叙のゞつ・剛走を夙をし,これらのずー

夕と芙It 苧依゛)甚オ的武陶日の征質を測吏し相肉を検討I Ft.・

　秘栗　むμのこt: なドらμしわ友丿･卸卸J * られ＆（斜方句・憾合･り#池･こよ

ｰﾌZ bヽff.i;酋異ij峠句を孕L ,　業才的9'l^質のみ^^ ･f-その対狂を予ii'i す3 のf: 光今r･

いヽ- とK 明･ヽと%つV-. . 以上の旋討。μ果布略め狸質の砥脈μ球つぃひべっK>' の

声衆ロトヽ, 多前,こ7" V －ツヌ戸－'ヽへの適名。謹紺＆タ＼の践｀竹わ恥ヽて将打ずる

ことの可能狸＆ぶめ尺。


